
フユイチゴカタクリニリンソウ

シジュウカラ

モニタリング1年目確認種(抜粋)

ヤマトシジミオオアオイトトンボ

モニタリング結果（1年目）

鳥　類：計画時に誘致目標とした 14 種類のうちシジュウカラなど 8種類を
　　　　確認した。1年目としては良好な結果であった。
昆虫類：オオアオイトトンボやヤマトシジミなど 66 種類を確認した。
植　物：280 種類を確認した。フユイチゴなど 160 種類が竣工後に自然発生
　　　　した。ニリンソウやカタクリなど春植物 4種類は順調に開花した。
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Ｃ.社会軸
（環境）

Environment

緑化の基準を大きく上回る緑地が街路樹と連続する事で風の道が生まれ、ヒートアイランド現象の緩和に寄与する。人工地盤上の土壌は雨水の一時貯留として機能し、敷地外への流出を抑制している。

樹木の落葉や細かい折れ枝等はそのまま緑地上に堆積させて堆肥化し、物質循環サイクルの形成を図る。建物屋根や人工地盤上への降雨は地下貯留槽に一時貯留し、植物への散水に利用している。

この地域に特徴的なアカガシを導入し、地域性を表現した。誘鳥木や水辺の整備、樹林の疎密や階層構造など生物生息環境の創出に努めている。遺伝子の撹乱に配慮し、高木は全て関東で調達した。

通路は段差をなくし、上下階の移動にはエスカレーターを設置して安全に配慮した。仲通りを延伸した空間にはカフェやベンチを配置し、誰もが都市の賑わいを享受し自然の中で憩える場所を整備した。

緑量確保だけでなく、生物多様性の充実や憩いと賑わい整備など、都市機能更新と環境貢献、アメニティ創出を同時に実現する一つの都市再生モデル「都市を再生しながら自然環境を再生」を示した。

人工地盤上の土厚が約 1m 以上あるため、高価だが軽い人工土壌の上に安価だが重い自然土を積層させ、それぞれの土厚を調整しながら構造スラブと土壌のトータルでイニシャルコストを低減させた。

緑をまとめて配置する事で、通路沿いと緑地の奥で剪定や害虫防除など維持管理内容に差をつけ省力化を図っている。竣工後は植物調査の結果で施肥を省略する等、メンテナンスを柔軟に行っている。

本施工の 3 年前から行ったプレフォレストで実際に維持管理を 3 年行い、潅水システムや除草頻度、下草刈りのタイミングなど、通常の公園管理とは違う自然の森ならでは維持管理メニューを確立した。

歩行者通路の自然石舗装は厚さ 60mm の石材を使用し、長年の仕様に耐える仕様とした。また人工地盤上のアスファルト防水は通常よりも高耐候性の製品を採用し、長期間の性能維持を図っている。

舗装やガラスなどの高耐久化、潅水の自動化、照明の LED 化などにより総合的なコスト低減を行っている。また大手町の気候に合った樹種を選択する事で健全な生育を促し、維持管理を軽減している。    
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□評価項目 （従前のデザインに比較し、優れている部分、卓越している部分に関して具体的に記述してください。）□評価項目に対する設計者のデザイン意図

□ 特に重視
し た デ ザ イ
ンの視点
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07効率性

05完成度

01審美感

02調和性

03独創性

04象徴性

08利便性

09安全性

10先導性

06機能性

Ａ.感性軸
（造形）

Form

Ｂ.機能軸
（技術）

Technology

競争と共存の結果である自然の森の姿が、「異齢」、「混交」、「疎密」の３つのルールによって形成されている事を見い出し、計画手法として取り入れることで、多様で奥行きのある自然の森を実現した。

約 3,600m2 の壮大なキャノピーに包まれた緑陰空間を創出し、都市のスケールと調和したオープンスペースを整備した。ヤマザクラやイロハモミジ等が季節を彩り、都会に潤いある風景をつくっている。

東京の最も密度の高い都市空間に、従来の人工的な広場整備とは一線を画し、野性を併せ持つ自然の森をパブリックスペースとして整備した。都心では珍しい春植物を導入し特徴ある林床を形成した。

緩やかな土の起伏やランダムな地被配置、片枝木や徒長木の導入、落ち葉の堆積など造成、植栽計画と共に、人工地盤のダクトや避難階段を全て緑地の外に出し、自然景観の創出を徹底して行った。

緑をまとめて配置して、緑地内への人の立ち入りを制限し、周囲にガラスのスクリーンを立てることで、都市の森というシンボル性を表現した。人と緑の間に距離が生まれ、小さな森を大きく見せている。

0.9 ～ 1.6m の土厚を確保し人工地盤上でも自立して生育できる基盤を整備した。表層は保肥性の高い自然土壌、下層は透水性の高い人工土壌とし、機能と荷重を両立するハイブリッド土壌を採用した。

人工地盤の全面に土を入れ、上部を緑化することで断熱性能が高まり、空調負荷軽減による地下の省エネルギー効果が期待できる。緑地内のアッパーライトなどの照明器具には LED を採用している。

目線を遮る中木は分散して死角を無くし、ITV カメラを配置して防犯に努めた。夜はスクリーンが照明となって通路を明るく照らしている。サンクンガーデンは法面保護材を設置し土の流出を防止している。

仲通り機能の延伸や地上と地下プラザを繋ぐ通路など、主要な歩行者路は直線で見通しを良くし、スムーズでわかりやすい回遊動線を形成した。隣地や道路との間はフェンス等は無く自由に往来できる。

かつてない取組みプレフォレスト（本施工の 3 年前に別敷地に設計図通りの事前施工を原寸で行い、植物の生育や審美性、維持管理方法などを検証 ・ 修正）を行い、様々な新しいデザインを確立した。
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Ｃ.社会軸(環境)

Environment

Ｄ.経済軸(LCC)

Life Cycle Cost

環境･設備デザイン評価表

潅水 雨水のみとするが、夏季（7～9月）に7日間以上無降雨の場合目視で灌水の要否を判断。

除草 週1回の点検時に行うこととし大規模な除草は無し。外来種や侵略性の高い種を除去。

下草刈り 冬季（12月頃）に一斉に実施。夏季（8月盆まで）は必要な種のみピンポイントで実施。

高木剪定 障害木、枯損木は早めに剪定。ギャップなど場所に応じて樹冠を整える剪定を実施。

施肥 冬季（1～2月）に緩効性有機肥料を散布。落ち葉の状況を観察し、徐々に使用量を削減。

病害防除 発生時に対処療法で実施。通路部分と緑地内で使用頻度を変える。

落ち葉 1年目はスプリンクラーと人的管理により落ち葉の堆積の安定化を図る。

維持管理メニュー

地被類ゾーニングの改良

6ゾーン21 ゾーン

ガラススクリーンの検証

秋
冬

夏
春

プレフォレストの四季

地下躯体再現 
アンジュレーション造成 

樹木・地被類等 
仮植え完了 

３年 設 
移 

検証 
・意匠性 
・維持管理性 
・安全性 

別の敷地 

計画地

別の敷地で設計図通りに仮植え 

▲
 

▲
 そのまま計画地へ移植 計画地に近い環境で木々を育て 

様々な検証を実施 

プレフォレスト概念図

雨水

屋根への降雨

雨水貯留槽

植栽への潅水

雨水の一時貯留

人工地盤への降雨

水の循環利用

A:推定飛来種

1 ヒヨドリ

2 シジュウカラ

3 メジロ

4 ムクドリ

5 スズメ

6 ツグミ

7 キジバト

8 ハシブトガラス

9 アオジ

B:にじみだし期待種

10 カワラヒワ

11 シメ

12 コゲラ

13 シロハラ

14 モズ
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誘致目標鳥類

○：確認種

皇居

大手町の森仲
通
り

神田川

永代通り

常盤橋公園

生態系ネットワークの形成

平均気温シミュレーション

敷地内

35.0℃

敷地周辺 35.0℃ 33℃

35℃

敷地周辺 34.7℃

敷地内

33.3℃

33℃

35℃

「大手町の森」を設けない場合 「大手町の森」を設けた場合

生物の移動拠点 生物の移動拠点生物の生息拠点
大手町の森皇居

鳥・昆虫鳥・昆虫

風

風

風

クールアイランド

クールスポット

ヒートアイランド現象の緩和

生態系ネットワークの形成

水の循環利用

多様な密度の樹木配置

主景木
添景木

低景木

副景木

負け木

異なる年齢の樹木が混在

潜在自然植生図

シラカシ群集シラカシ群集

ヤブコウジ-スダジイ
群集
ヤブコウジ-スダジイ
群集

イノデ-タブノキ
群集

イノデ-タブノキ
群集

大手町大手町

裸地裸地 1・2年生草本1・2年生草本 多年生草本多年生草本 陽　樹　林陽　樹　林

30～50年30～50年
陰　樹　林陰　樹　林

照葉樹林照葉樹林雑木林雑木林草原草原

植生遷移の方向植生遷移の方向
極相極相

150年以上150年以上4～5年4～5年1～2年1～2年

オヒシバオヒシバ
ヒメジョオンヒメジョオン
オオアレチノギクオオアレチノギク

ススキススキ
セイタカアワダチソウセイタカアワダチソウ
ネザサネザサ

アカマツアカマツ
コナラコナラ
クヌギクヌギ

カシ類・シイ類カシ類・シイ類

遷移の過程における常落混交の若い森
成
長

時間

常緑・落葉が混交する若い森

「混交」

「異齢」

「疎密」

自然の森をつくる 3つの法則

3ｍ

12ｍ

5ｍ

ユニット
（3）

ユニット
（2）

ギャップ ユニット
（1）

生態系ネットワークの形成

水の循環利用

　計画地は永代通りと仲通りという
緑のコリドーが交差し皇居にも近い
ため、まとまった緑によって生物の
移動拠点をつくることが出来る。
　緑地特性による飛来と皇居からの
にじみだしを合わせて 14 種の鳥類
を誘致目標に設定し、整備を行った。

　屋根や人工地盤への降雨を植栽へ
の潅水に使用し、水の循環利用を行
っている。人工地盤上の土は雨水の
一時貯留施設として、ゲリラ豪雨時
の敷地外流出防止に寄与している。

ヒートアイランド現象の緩和
　木々の葉の蒸散作用や土壌の保水
作用により都心のヒートアイランド
現象を緩和するクールスポットを創
出した。シミュレーションでは、大手
町の森の効果で平均気温が敷地内で
1.7℃、敷地周辺で 0.3℃低下した。

計画手法の改良
　地被類の生育が当初のゾーニング
の基とした細かい照度区分に対応す
るほど明確な差が見られなかったた
め、ゾーニングを大きく捉え、数を 21
から 6に減らした計画へ改良した。

自然の森の維持管理計画

　人工地盤上に整備する自然の森は
通常の公園とは緑地構造や将来の姿
に違いがあるため、3年間のメンテナ
ンスを通して、まめな除草や冬季の
下草刈りなど自然の森ならではの維
持管理メニューを構築した。

四季の姿や施設の検証、確認

　季節毎に植栽の生育状況を調査
し、四季で変化する自然の森の姿を
確認した。ガラススクリーンや演出
照明など様々な施設のデザイン検証
を行い、計画にフィードバックした。

混交

　落葉樹主体の中に常緑樹が混交す
る若い森を目標とした。樹種は大手
町の潜在自然植生の構成種から選択
した。また地域に特徴的に見られる
アカガシを採用し、郷土性の表現を
試みた。遺伝子の攪乱を防ぐため、高
木は全て関東圏から調達している。

異齢

　審美性に影響の大きいアイレベル
での多様性を出すため、幹の太い主
景木、幹の細い副景木や添景木、高さ
の低い低景木など異なる年齢の木を
混在させた。ひょろひょろ細長い樹
木も負け木と呼んで再現している。

疎密

　美しい自然の森の要素として光と
影のコントラストが挙げられる。樹
林調査の結果から、100m2 に 7 ～ 8 本
の高密度植栽から樹木の植えられて
いないギャップまで、様々な密度の
樹木群をランダムに分散配置した。

自然の森の創出 地域環境への貢献 プレフォレスト
競争と共存の結果である自然の森の姿がつくられる法則を見出し、計画手法として導入 約 3,600m2 のまとまった緑地の整備により、地域の環境負荷を低減し、都市生態系を充実 本施工の 3年前に別敷地で仮施工し、様々な検証、改良を実施後、計画地へそのまま移植

緑の引込み

自然光

自然光

大手町の森

プラザ

神田との連携

有楽町・丸の内との連携
仲通りの

にぎわい機能の延伸

永
代
通
り

皇居

東京駅

大手町タワー

大手町の森

仲通り

　東京の最も密度の高い都市空間に創出した
「大手町の森」は、従来の人工的な広場整備とは
一線を画し、野性を併せ持つ自然の森をパブ
リックスペースとして整備したものである。 
　都市機能の更新と環境貢献、都市の魅力を同
時に実現し、都市再生の一つのモデルを示した。 

‘Otemachi Forest’ emerges out of the densest 
urban area in Tokyo.  The design redefines 
itself from traditional hard-paved plazas and 
instead transforms the public space into a wild 
natural forest.

By lowering part of the forest and introducing 
a sunken garden, visitors are confronted with 
the sight of a rich forest as they look up from 
the second floor underground.

新しい都市空間としての
自然の森の創出

　森の一部をサンクンガーデンとして地下へ引
き込み、地下２階のプラザから地上を見上げた
ときに豊かな森の姿が見えるようにした。プラ
ザは３層に吹抜けており、さらに両側をガラス
としているため常に自然光が差し込んでいる。
　建築とランドスケープが一体となることで地
下のイメージを一新させる緑と光にあふれた空
間を実現した。

立体的な緑の配置による
明るい地下空間

東京建物株式会社
大成建設株式会社一級建築士事務所大手町の森大手町の森大手町の森 － 都市を再生しながら自然環境を再生する ー－ 都市を再生しながら自然環境を再生する ー－ 都市を再生しながら自然環境を再生する ー


